
今月の聖句「いつまでも残るのは信仰と希望と愛、これら３つです。」
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北京での冬季オリンピックが終わりました。女子スピードスケートの高木奈那選手
は、パシュートの競技で、すぐそこまで金メダルが見えていたのに、ゴール直前のカ
ーブで転倒してしまいました。続くマススタートでもメダルが期待されていましたが、
再び転倒してしまいました。どれだけ悔しかったことだろうかと思います。
パシュートのメダル授与式の時、高木奈那、妹の高木美帆、佐藤綾乃の三選手は悔

しさをにじませて銀メダルの舞台に上がりました。特に転倒した奈那選手は、最初か
ら目を真っ赤にはらして泣きながらの登場でした。ところが記念撮影した時、三人か
ら満面の笑みがこぼれる瞬間がありました。実は、この時、三人が思わず笑ってしま
ったのは、目の前で日本人カメラマンがボロボロに泣きながら写真を撮ろうとしてい
たからだったのです。すると「いや、そっちが泣くのかー！力が抜けるわ」と目に涙
をためていた三人は、涙顔のまま大笑いしたというのです。選手たちと一緒に悔し涙
を流しているカメラマンの滑稽な姿が三人の笑いを誘ったのです。滑稽ではあるけれ
ども、とても心温まる話です。
人は他者の同情や共感の思いに触れた時、再び立ち上がります。希望に満ち溢れま

す。失敗しても、転倒しても、前を向いて歩み始めます。奈那さんはもう現役選手を
引退するのかもしれませんが、きっとこの経験は彼女を一回りも二回りも大きくし、
大きな財産となったはずです。「七（奈那）転び八起き」で頑張って欲しい、そうエ
ールを送ります。 協力牧師 池田基宣

２０２１年度 年主題〈共に喜んで～すべての歩みの中～〉
0･1･2歳児３月主題 「 おおきくなった 3･4･5歳児３月主題 「信じる」
ね」 月のねがい
月のねがい ◎神さまに守られて大きくなったことを喜び、感謝する◎友だちと思いを伝え

◎神さま、イエス様を大好きと感じる(0)◎戸外に出て春の訪れを感じる(0) 合うことを喜び、互いの思いやその子らしさを受け止め合って過ごす◎心満た
◎生活のリズムができあがり、安心して過ごすうち心も満たされる(0)◎い される日々を経験し、４月からの新しい生活を待ち望む◎共にいて下さった神
つも神さまが一緒にいて下さることを感じ、感謝する(1.2)◎日々を喜び、安 さまが、これからも導いて下さることを信じ、希望を持つ◎育まれた信頼関係
心して過ごし進級することを楽しみに待つ(1.2)◎自分でできることが増え、 を土台に、安心して４月からの生活に歩み出していく

まだまだ寒い日もありますが、こども園には菜の花や桜
の花が咲き始めました。女の子たちは、土手に登り咲き始
めた野の花をブーケのように集め、楽しんでいます。
おゆうぎ会、持久走大会と１週間に２つも大きな行事が

行われました。急な変更にも関わらず、たくさんの方々が
参加くださり、心より感謝申し上げます。
持久走大会後のことです。すみれ組の

男の子たちが口々に、「先生！僕ね、○
番だったよ！」と報告してくれます。そん
な中、１人の男の子が「ねえ、先生！○
○くん（年長の男の子）は何番だった？」
と、聞いてきました。自分の順位のことよりも、憧れのお兄
さんの順位の方が気になったようで、その子の順位を伝え
ると、なんだか嬉しそうに話を聞いていました。こんな風に
憧れのバトンは、受け継がれていくんだな・・・と、しみじみ
思うことでした。そのすみれの男の子は、負けず嫌いで順
位にもいつもこだわっていたそうです。きっと、いつも一生
懸命に走っている年長さんの後ろ姿がきっとかっこよく見
えたんだろうなと思うことでした。そして、来年、再来年も、
１番になる事を目標に頑張る姿を見せることでしょう。そし
て、これから入園してくるお友だちやもも組さん、あじさい
組さんが憧れを抱いていくのだろうと思います。
そんな年長児さんも、いよいよ卒園です。在園生も保育

者もやっぱり寂しくなります。卒園式では年長児のかっこ
いい姿をしっかり目に焼き付けてほしいと思います。

３月は宝物のような季節。あっと
いう間に過ぎていきますが、日々の
何気ないことも大切にしながら過ご
していきたいと思います。皆さまも、
共に味わっていただければ幸いで
す。 森山

退職のお知らせ

日高ななみ支援員が３月末日をもって

退職致します。皆様にはこれまで大変お

世話になりました。今までのご支援に心

より感謝申し上げます。

４月の行事予定

８日（金） 始園式

９日（土） 入園式･ｸﾗｽ会(親子で降園)

２３日(土) 親子遠足（※弁当日）

父母の会予算総会

２６日(火) ４月誕生会

※３・４月は諸事情により変更及び

中止になる場合があります。

星とたんぽぽ
金子みすゞ

青いお空のそこふかく、
海の小石のそのように、
夜がくるまでしずんでる、
星のお星はめにみえぬ。
見えぬけれどもあるんだよ、
見えぬけれどもあるんだよ。

ちってすがれたたんぽぽの、
かわらのすきにだァまって、
春のくるまでかくれてる、
つよいその根はめにみえぬ。
見えぬけれどもあるんだよ、
見えぬけれどもあるんだよ。

３月の行事予定

１日（火） お別れ会･給食ﾊﾞｲｷﾝｸﾞ

３日（木） ３月誕生会

４日（金） 役員会、監査

８日（火） ※弁当日

１２日（土） 卒園式

１８日（金） 修了式 (1号 :午前保育)
30（水）,31（木） 年度末休業日
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園
長

《 遊びや生活をよりよくするために、
考えを巡らせたり、考え直したりしようとする》

就学を前にするこの時期になると、遊びや生活をよ
りよくするためにどうすればいいかをじっくりと考え
たり、友だちの意見を聞きながら考え直したりするよ
うになってきます。そこで、この時期 のねらいを「遊
びや生活をよりよくするために考えを巡らせたり、考
え直したりしようとする」としています。

「めざす子ども像」のうち、環境の側面から述べた
ものが「身近な環境に心を動かし、かかわりを深めよ
うとする子ども」です。私たちは、まずは身近な環境
がおもしろいな、不思議だな、と心を動かしていって
ほしいと願っています。その延長で、どうなっている
んだろう、試してみよう、など好奇心を働かせながら、
関わりを深めていってほしいと思っています。つまり、
自分を取り巻く環境っておもしろいな、大好きなだと
言う気持ちを育んでいってほしいなと願っているので
す。この周りの環境に対する関心や愛着が今後、自分
を取り巻く環境に対して、自分のこととして関心を持
って関わり、行動していく原動力になることを願って
います。

松本信吾：編著（広島大学附属幼稚園）




